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基礎・境界ソサイエティ編集会議による表彰について 

基礎・境界ソサイエティ編集会議 

平成 17年 6月 10日における基礎・境界ソサイエティ運営委員会において，「基礎・境界ソサ

イエティ編集会議選奨規程」が承認されました．これは，ソサイエティの編集に関する活動

の内，該当担務に関して顕著なる貢献のある方を基礎・境界ソサイエティ編集会議が表彰す

るものです．顕彰の種類は，基礎・境界ソサイエティ編集活動貢献賞・編集活動感謝状のふ

たつです．この度第一回として，次の方々が表彰を受けられましたので，お知らせいたしま

す．いずれの方も，平成 17年 5月まで，論文誌編集委員としてソサイエティの編集活動にご

貢献いただきました． 

  

基礎・境界ソサイエティ編集活動感謝状 

＜和文論文誌関連＞ 

岩城護（新潟大）     鈴木譲（大阪大） 

増山繁（豊橋技科大）     山西健司（NEC） 

＜英文論文誌関連＞ 

海生直人（広島修道大）    松葉育雄（千葉大） 

中野敬介（新潟大）     森江隆（九工大） 

山本透（広島大）     吉永哲哉（徳島大） 

周暁（東北大）      浅野太（産総研） 

藤井竜也（NTT）     山田功（東工大） 

※敬称は略させていただきます 

2005年ソサイエティ大会期間中の 9月 21日に開催された平成 17年度基礎・境界ソサイエ
ティ表彰式に引き続いて，川北建次ソサイエティ編集長より，選奨規程の趣旨説明と受賞者

の紹介がありました． 
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センサネットワーク小特集号（和文論文誌 A）論文募集  
センサネットワーク小特集編集委員会 

センサネットワークは，多くのセンサデバイスを情報通信ネットワークで結ぶことでセンシングの高度化

を図る目的を持ちますが、単にセンシングの高度化をもたらすばかりでなく、今後の情報通信分野に新しい

概念を与え、基盤技術ともなる可能性を秘めています。センサネットワークは、センシング、情報理論、情

報伝送・検出、ネットワーク、人工知能、制御理論、システム理論など多方面の学術分野を融合して成り立

つものですが、個々の技術が従来のままでは効果が発揮できず、それぞれに本質に立ち帰って考え直す必要

があります。上記の点に鑑み、センサネットワークの最適なシステムを実現するための理論、技術を確立す

ることを目指して小特集（平成１8年 12月号）を企画致しましたので、積極的なご投稿をお願い致します。 
１． 対象分野  

(a) ネットワークの存在を前提としたセンシング手法に関する研究  
分散センシング，適応センシング，知的情報処理，知的信号処理，省電力センシング。 

(b) センシング情報理論に関する研究 
対象事象に対する情報量，信頼性を考慮した情報源符号化，相関のある情報源の符号化，情報同定，セ

ンシング情報を考慮した通信路符号化。 
(c) ネットワーク構成，プロトコルに関する研究  
センサネットワークに適したリソースの有効利用，省電力プロトコル，物理層，トポロジー，Ad hoc，
Latency。 

(d) センサフュージョンに関する研究  
情報源，センサ情報，通信路，ネットワークの状況を考慮した知的判定。 

(e) センサノードに関する研究  
センサノードの最適設計，省電力，長寿命，低電磁干渉，超小型。 

(f) センサネットワークシステムに関する研究 
センサネットワークアーキテクチャ，センサネットワークプラットフォーム，センサネットワークマネ

ージメント。 
(g) センサネットワーク応用に関する研究  
セキュリティ，災害救助，娯楽，環境測定，ターゲットトラッキング，自動運転支援，製造支援。 

２． 論文の執筆と扱い：通常の和文論文と同一とします。原則として、論文は刷り上り８ページ以内を基準

とします。詳細は「和文論文誌投稿のしおり」 (http://www.ieice.org/jpn/shiori/ja/shiori_ja.pdf)をご
覧ください。また，査読後の再提出期間（通常は 60日）を短縮する場合がありますので，あらかじめ
御了承下さい。  

３． 論文投稿締切日：平成 18年 3月 24日(金)必着  
４． 論文投稿方法：投稿は、本会電子投稿システム（ http://review.ieice.org/regist_j.wbt ）による電子投

稿(PDF ファイル)のみと致します。上記 web ページで登録の際、「ソサイエティ／特集号」は「[特集
JA]センサネットワーク小特集号」を選択して下さい。尚、仮登録の際に作成される投稿者チェックリ
スト並びにコピーライトトランスファーフォームは、論文締切日である平成 18年 3月 24日（金）ま
でに学会事務局に到着するように郵送して下さい。 

郵送物送付先：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-22 機会振興会館別館 3F 
（社）電子情報通信学会ソサイエティ出版課 

５．連絡先：山里敬也 名古屋大学情報メディア教育センター 〒464-8603 名古屋市千種区不老町 
TEL: 052-789-4433，FAX: 052-789-3173，E-mail: yamazato@nuee.nagoya-u.ac.jp 

特集号編集委員会  
ゲストエディタ 小川明（名城大学）  
幹事 山里敬也（名古屋大学）、大槻知明（慶應大学） 
委員 鹿間敏弘（三菱電機）、戸辺義人（東京電機大学）、安藤康臣（三菱電機）、井家上哲史（明治大学）、

岩岡秀人（横河電機）、小高俊之（日立製作所）、河野隆二（横浜国立大学）、高橋友一（名城大学）、田中宏

和（東芝）、田村裕（新潟工科大学）、田村陽介（ソニー）、中野敬介（新潟大学）、奈倉理一（神奈川工科大

学）、長谷川幹雄（NICT）、羽渕裕真（茨城大学）、林等（NTT）、堀内浩規（KDDI研究所）、南正輝（芝浦
工業大学）、森川博之（東京大学） 


